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国連エイズ合同計画
2025年までのターゲット



• 市⺠がアクセスできる予防の⽅法を複数の選択肢として
準備すること

• 予防対策が、バイオメディカルの⾯だけでなく、構造的、⾏動学的な⾯にも同時
にフォーカスする包括的であること

• コミュニティエンパワメントの要素をもつこと

コンビネーション予防 :
HIV予防のツールボックス
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（1）HIVに感染していない⼈が、抗HIV薬を飲んで、HIVの

感染リスクを減らすPrEP（プレップ)という⽅法がある

（２）U=U（ユーイコールユー）といって、HIVに感染して

いても、抗HIV薬によって⾎液中のウイルスが検出できない

レベルになっている⼈は、セックスパートナーにHIVを感…

（３）セックスの72時間後までにドキシサイクリンという薬

を飲んで、梅毒・クラミジア・淋病の感染リスクを減らす

Doxy-PEP（ドキシペップ）という⽅法がある

全国MSM対象 オンライン調査

次のことについて正しいと思うか (n=3071)

正しい 正しくない わからない
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⽇時 : 2025年1⽉28⽇~2⽉27⽇(30⽇間)

厚⽣労働⾏政推進調査事業「サル痘に関するハイリスク層への啓発及び診
療・感染管理指針の作成のための研究 」



PrEP（曝露前予防服薬）
•HIV⾮感染者がHIV感染予防のために抗レトロウイルス薬を服⽤すること
•⽶国のCDC（疾病予防管理センター）が2014年、PrEP推奨ガイドライン
を発表、WHOも続く
•HIV感染リスクがある対象向け
• HIV陽性者がパートナー
• 最近6カ⽉の間にコンドームなしのセックスをしたゲイ男性、 バイセクシュアル男性、性
感染症の診断を受けた⼈

• セックスワーカー
• 薬物使⽤者
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現在、すべての性的にアクティブな⻘年・成⼈、注射薬物を
使⽤する⼈に勧奨と変更

⽇本では、ついに2024年8⽉28⽇にPrEPとしてのツルバダ
(daily)が薬事承認
PrEPには、開始前(HIV、B型肝炎、腎機能)、定期的(HIV、
腎機能、他の性感染症)の検査が必要
⽇本エイズ学会がPrEP利⽤の⼿引・利⽤者ガイドを公開
(2022年11⽉30⽇)



ウイルスを「検出限界」未満に抑えているHIV陽性者は、
もはやセックスで感染を渡す存在ではない

U=U(Undetactable = Untransmittable)
検出限界未満なら感染は起こらない

2019年3⽉、⽇本エイズ学会が
「U=Uキャンペーン」⽀持表明



Doxy = Doxycycline
PEP = Post-Exposure Prophylaxis 曝露後予防投与

・定義︓
性⾏為後24時間以内おそくとも72時間以内に200mgのドキシサイクリンを
服⽤し、性感染症（STI）を予防する⽅法

・対象者︓
過去12ヶ⽉以内にSTIの既往がある
男性と性交渉を持つ男性（MSM）およびトランスジェンダー⼥性（TGW）

Doxy PEPとはクラミジア、梅毒、淋菌を
予防する⽅法

⽇本において未承認。
⼿引書として「⽇本におけるドキシサイクリンによる性感染症予防(Doxy-
PEP)の⼿引き 第１版(案)」が厚労科研研究班により発⾏されている



「インフルエンサーマーケティング」といえば、コスメと
かガジェットとか、筋トレとか、料理とか、みんなが興味
を持って趣味にもなり得るようなトピック＝関与度が⾼い
カテゴリにしか効かないのでは？

みんながあんまり話題にしたがらない、セクシャルヘル
ス、しかもその中でもスティグマの強いHIV・性感染症と関
連するインフルエンサーマーケティングってなんやねん？



複合予防による変化
複雑な情報が必要になった

コンドーム⼀強時代よりもより複雑な情報が必要になっている。
（実は難しいPrEPの実装⽅法、U＝Uのメッセージが伝わらない、など）
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セーファーセックスへの「忌避感」は少なくなった？



複合予防による変化
複雑な情報が必要になった

コンドーム⼀強時代よりもより複雑な情報が必要になっている。
（実は難しいPrEPの実装⽅法、U＝Uのメッセージが伝わらない、など）

セーファーセックスへの「忌避感」は少なくなった？
⼀⽅でポジティブな変可能可能性としては、「⾃分なりの⼯夫」があり得るよ
うになったために、トピックとしてのセーファーセックスへの「忌避感」が少
なくなっている？⾃分なりの⼯夫を発話する可能性が⽣まれている？

+ メディア環境の変化
コミュニケーションがその場で完結せずに可視化され、後からも参照できる
ようになるケースは増えている。



複合予防により、より広い予防の⼿段から⾃分にとって適切な
ものを選び取ることができるようになったが、そのためにはす
ごく複雑な情報活⽤が必要になった。という現状をどうしてい
くことができるか？を考えるときに、
⼀⽅で、複合予防によってHIVやセクシャルヘルスについて話
題にしやすくなってきた可能性
そしてメディアの変化によってコミュニケーションを可視化・
資料化するハードルが下がったこと。

この⼆つによってインフルエンサーマーケティング的な、
aktaが伝統的に採⽤してきた⼿法を
再度考えることの意義、が変わってきているのでは？
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性感染症予防は、複合予防の時代
に

＊nPEP:Nonoccupational Postexposure Prophylaxis (nPEP
Godfrey-Faussett, P (2022). HIV prevention for the next decade: appropriate, person-centred, 
prioritised, effective, combination prevention. PLoS medicine, 19(9), e1004102.

⽐較的新しい



• 新宿⼆丁⽬でのSumme Blastイベント
• ゲイ・バイセクシュアル男性対象の⼝頭依頼によるWEB調査
• 会場で使⽤できるチケット(800円分)を謝礼として提供

akta×⼆丁⽬イベントコラボ調査
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2023年：632⼈
2024年：560⼈



2023

20-29
歳

28.8%

30-39
歳

40.3%

40-49
歳

23.7%

50歳以
上

7.1%

Q1.年齢 (n=632)

2024

20-29
歳

23.8%

30-39
歳

41.4%

40-49
歳

25.0%

50歳以
上

9.8%

Q1. 年齢 (n=560)
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東京都
59.2%

神奈
川県…

埼⽟県
6.6%

千…

その他
19.6%

(n=632)

東京都
54.7%

神奈川県
8.6%

埼⽟県
5.7%

千葉県
7.1%

その他
23.9%

(n=548)
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2023 2024
居住
地



2023

200万円未満
7.1%

200〜400万円
未満

22.6%

400〜600万円
未満

26.4%

600〜800万円
未満

15.5%

800万円以上
18.2%

わからない 2.4%

答えたくない 7.8%

年収 (n=632)

18

年収



2023

必ず使った
19.9%

使うこ
とが…

五分五
分

23.4%

使わない
ほうが…

全く使
わな
かった
14.6%

(男性とのアナルセックス経験
者のみ対象 n=321)

2024

必ず…

使うこ
とが多
かった
14.7%

五分五
分

19.8%

使わないほ
うが多…

全く使わ
なかった…

(アナルセックス経験者のみ対象)(n=394)
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過去６か⽉アナルセックス時コンドーム使⽤



37.4%
14.4%

35.1%
16.1%

8.2%
0.7%

6.2%
0.3%

7.2%
1.3%

10.2%
5.6%

3.9%
6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

コンドームを使うと快感が下がる
⾃分あるいは相⼿がHIVや性病に感染してい…

⾃分がPrEPをしている
相⼿がPrEPをしていると⾔っていた

⾃分がU=Uだから
相⼿がU=Uだと⾔っていた

コンドームを使うとセックスがしらける
コンドームの正しい使い⽅がわからなかった
セックスする場にコンドームがなかった
⾃分や相⼿の求めるサイズ・種類のコン…
相⼿からコンドームを使わないことを求め…
コンドームを使おうと思ったことはない

その他
上記どれもあてはまらない

Q14 コンドームを使わなかった理由 ＊過去6か⽉不使⽤経験者
n=305
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2024



21%

30%

33%

16%
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20%
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80%

100% 1⼈のみ

2-5⼈

6-10⼈

10⼈以上

過去6か⽉アナルセックスの⼈数とコンドーム常⽤
（N=318）

コンドーム常⽤

32%

26%

14%

10%

0% 100%20% 40% 60% 80%

20%
17%

45%

19%

0%

20%

40%

60%

80%

100% 1⼈のみ

2-5⼈

6-10⼈

10⼈以上

過去6か⽉アナルセックスの⼈数とコンドーム常⽤
（N=394）

コンドーム常⽤

37%

24%

21%

7%

0% 100%20% 40% 60% 80%

2023年

20242023
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性交渉相⼿の⼈数群別コンドーム使⽤



出典：R3 地域におけるMSMのHIV感染・薬物使⽤予防策と⽀援策の研究（研究分担：塩野徳史）

コンドーム使⽤はどうな
るのか？



2023

過去に飲
んだこ…

現在飲
んで…

⼀度も飲
んだこ…

PrEPがわか…

(男性とのセックス経験者のみ対象 n=460)

2024

過去に飲んだ
ことがある…

現在飲ん
でいる
27.7%⼀度も飲んだ

ことはない…

PrEPがわか
らない…

(アナルセックス経験者のみ対象)(n=394)
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PrEP服⽤率は1年で1.7倍に

PrEP使⽤



51.5%

50.9%

0% 20% 40% 60%

毎⽇飲んでいる/飲んでいた(デイリー)

リスク⾏為の前後だけ飲んでいる/飲んでい…

PrEP服⽤⽅法  n=169

ツルバダ配合錠(正…

ツルバダジェネリック(テンビル
EM、リコビルEM、タビンEM、…デシコビ配合錠(正規…

デシコビジェネリック(タ
フェロEM、タフィシタ)…

その他 1.2%

どれに当てはまるかわか…

直近服⽤したPrEPの種類 (n=169)2024

2024
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(複数回答)



2023データ PrEPの使⽤経験と年収

6.9%
3.8%

7.9%
6.1%

23.8%

13.8%

7.7%

15.1%
18.2% 19.0%

200…

200〜
…

400〜
…

600〜
…

800…

過去に飲んだことがある 現在飲んでいる

年収とPrEP使⽤には正の相関あり



HIV定期検査・PrEP・コンドームのカバー率
2024 vs 2025

リスク⾼ リスク低

2023 年
（N＝448）

2024 年
（N＝548）
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HIV検査なし、ゴムなし、PrEPなし割合は23％から14％へ減少

HIV感染リ
スク⾼め
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PrEP使⽤者の特徴（2024
データ）

Sexドラッグ使⽤者の⽅が1.8倍、コンドーム⾮常⽤の⽅が3.6倍、
有償ワクチン接種者の⽅が3.3倍、セックスpartyハッテン場利⽤者の⽅が2.0倍
PrEPを使⽤



まとめ
• コンドーム常⽤率は20％

• ２⼤使わない理由は快感が下がる、PrEPをしている
から

• コミュニティ⼆丁⽬に来るコア層、⽇本⼈におい
てPrEP使⽤は1.7倍に
• 収⼊が⾼いほうがPrEP使⽤
• 薬物使⽤ 有償ワクチン接種 コンドーム使わない

こと、sexparty/ハッテン場利⽤とPrEP使⽤が関連
• PrEP必要なものには⾏き渡っていない可能性


